
演題「地域包括ケアのなかで中小病院が担う役割について」

演者 日本在宅ケアアライアンス副理事長・岩手医科大学医学部客員教授 武田俊彦氏

講師紹介

武田俊彦氏

1983年東京大学法学部卒業、厚生省入省。大蔵省主計局、ジェト

ロ・ニューヨーク事務所、北海道庁への出向などを経て1999年に大

臣秘書官（丹羽雄哉厚生大臣）。2000年に医政局企画官。以後、主

に医療分野を担当し、医政局経済課長、同政策医療課長や保険局国

民健康保険課長、同総務課長を歴任。

その後社会保障担当参事官として社会保障・税一体改革を担当。2年

間の総務省出向（消防庁審議官）を経て、官房審議官（医療保険担

当）、政策統括官（社会保障担当）、医薬・生活衛生局長、医政局

長。2018年7月退官。2018年11月、厚生労働省政策参与に就任。

2019年9月退任。

現在、一般社団法人

「日本在宅ケアアライ

アンス」副理事長、

岩手医科大客員教授

など。

２０２３年２月２５日（土） １３:３０～１５:００
ＳＴＡＲＴ ＥＮＤ

お問い合わせ

日本在宅療養支援病院連絡協議会 事務局 担当：小野・稲田 電話：０２９５-５３-２１７０

日本在宅療養支援病院連絡協議会 勉強会参加申込フォーム

一般社団法人 日本在宅療養支援病院連絡協議会

２０２２年度 第３回勉強会のご案内

参加希望の方は「日本在宅療養支援病院連絡協議会」のホームページからお申し込みいただくか、左記の

ＱＲコードを読み込み、専用フォームに必要事項の入力をお願いいたします。

入力後お送りする勉強会参加のURLよりライブ配信をご覧いただけます。

オンライン開催

勉強会の目的

在宅療養支援病院は2006年度診療報酬改定

で新設され、在宅療養支援診療所とともに

わが国の在宅医療を担ってきました。

一方、地域包括ケアシステムは高齢者、子供

障がい者も対象とした全世代・全対象型地域

包括ケアに進化し、2040年には超高齢社会

のピークを迎えます。

今回の勉強会では、在宅療養支援病院が今後

担うべき役割や中小病院の今後について、

武田俊彦先生よりご教示いただきます。

日本在宅療養支援病院連絡協議会

参加費 無料
会員・非会員を問わず

ご参加いただけます
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